
「要援護者に対する救急医療情報の整備を求める要望書」 

 

平成２３年９月１日、末松 則子市長に対して、「要援護者に対する救急医療情

報の整備を求める要望書」を提出致しました。 

 

 

市民生活の安全・安心を推進するため、高齢者をはじめとする要援護者に対する

救急医療の充実を早期に実現するよう、下記のとおり要望する。 

記 

１．救急患者の情報を現場で瞬時に把握できる救急医療情報キットの普及及び

推進すること。 

２．要援護者等がかかりつけ医を持ち、いつでも相談できる体制について、医師

会等との連携により推進すること。 

３．外出先でも要援護者等の医療情報が把握できるように、携帯用の救急医療

情報キットの導入及び普及をすること。 

以上 


